
未成年『模擬』衆議院議員選挙200 ９
実 施 報 告

⅜№⅍─╒₦

http://www.mogisenkyo.com
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実施時期(投票受付期間)
ヷ200 ９年８月1 ９日(水)午前8 時30 分から

８月３０日(日)午後8 時まで

対象
ヷ200 ９年８月３０日現在19 歳以下の方

投票方法
ヷ学校：全国から２０校が参加

内訳＝中学校：７校 高等学校：１２校
日本人学校： 1 校

※中高一貫校など「中等部ヷ高等部」がある学校は、
中等部、高等部別に計算

○今回初めて模擬選挙を実施した学校＝１１校
○北海道から九州までの１２都道府県で実施
○過去の国政選挙の実施学校数

総選挙(2003 年)実施校＝7 校
参院選(2004 年)実施校＝21 校
総選挙(2005 年)実施校＝42 校
参院選(2007 年)実施校＝40 校

ヷイベント、地域、Web での投票
イベントヷ地域：全国５ヶ所＝東京（新宿、渋谷、大田）、三重、和歌山
Web ：Web で全国から投票を受付
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1 ：選挙日程による影響
ヷ選挙日程が学校の夏休み期間と重なってしまったため、これまで模擬選挙を実施してきた

学校においても実施できなかったところが大多数を占めた。
また、上記日程の都合から、やむなく実際の選挙日程の前後で実施する学校もいくつか
あった。

２：新規実施校の拡大
ヷ時期の問題で過去実施校において実施丌可が大多数を占めたが、新規に実施する学校が相

次ぎ、事前の予想を上回る実施状況となった。来年の参議院選挙では、選挙日程次第では
全国で１００を超える学校の参加も見込まれる。

３：「10 代の世論調査」の実施
ヷ事前に選挙日程が夏休み期間中になることが予想されたため、７月上旬に模擬選挙の代替

プログラムの１つとして「10 代の世論調査」を実施。全国の中学校ヷ高校から６校が参加、
計２６４６人の回答が集まった（うち２校は８月の模擬選挙も実施）。結果はホヸムペヸジ
上で公開中。
８月に模擬選挙も実施した学校では政党支持傾向が変化しており、選挙戦での各党の主張に
影響を受けて考え方に変化が出てきたことがうかがえる。

4 ：10 代による公開質問状の実施
ヷ５年前の参院選でも行った「10 代による公開質問状」を実施。全国の10 代から質問を募集

し、10 代自身の手で9 問を選出し、各政党に送付した。回答はホヸムペヸジ上で公開中。
５：主要政党のマニフェストおよびポスタヸの入手

ヷ主要政党のマニフェストおよびポスタヸ(比例区用)を入手し、希望のあった学校に対して
届けた。

６：選挙管理委員会との連携
ヷこれまでの模擬選挙に引き続き、各地の選挙管理委員会から、実際の選挙で使う投票箱の

借用などを受けた
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投票総数 ４６２９票（実施した全国25 ヵ所中、結果報告のあった18 ヵ所分）

○総選挙(2003 年)＝約2100 票 ○参院選(2004 年)＝約4800 票
○総選挙(2005 年)＝約6800 票 ○参院選(2007 年)＝約8200 票

比例区の有効投票数 ２８９０票（選挙区のみの投票、期間外の投票、白紙投票などを除外した票数）

内訳：白紙投票、選挙区のみの投票、無効票の合計＝７９
期間前の投票＝１４７１ 期間後の投票＝１８９

※今回は7 月実施、9 月実施の学校もあり、期間外の票が多くなっている。
（７月実施ヷ９月実施の学校は実施個所に数えてはいないが、結果報告のあった学校は体験者

数として投票総数に含めた。）

投票方法

ヷ学校 ３８００票（他に未報告校が７校ある）
ヷ地域、イベント ４４５票
ヷＷｅｂ ３８４票

集計方法
比例区の政党への投票を、「ブロック制」を考慮せず集計した。
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≪自由民主党≫
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≪民主党≫
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≪公明党≫
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≪共産党≫
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≪社民党≫
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≪国民新党≫

≪新党日本≫

≪改革クラブ≫

≪みんなの党≫

≪新党大地≫

≪幸福実現党≫

≪なし≫
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≪総括≫
1 ：投票内容に関して

ヷ未成年者の判断能力の未熟さを懸念する声もあるが、実際の選挙結果と比較してもほぼ同様
の結果が出ている。

ヷ学校での模擬選挙の取り組みにおいては、各政党の政策の比較、マニフェストの読み比べな
どを事前に行っているところが多い。街頭投票でも選挙公報などを見比べた上で投票してお
り未来の有権者は政策を踏まえたうえで投票している。

ヷ普段は選挙や政治に関心のない未来の有権者も、模擬選挙を行うことを通じて、実際の選挙
結果に興味ヷ関心を抱くようになっていることが、感想などから読み取れる。

2 ：実施体制について
ヷ事業収入の全く無い活動であるため、学校への政党ポスタヸヷマニフェストの提供も各学校

に送料を負担していただいており（このためポスタヸヷマニフェストの希望を辞退した学校
もある）、予算的に大変苦しい中での実施が続いている。

≪課題≫
１：学校で模擬選挙を実施するのが難しい日程でも、より多くの未成年者に体験してもらえる実施

方法の模索。
２：模擬選挙の拡大に対応できるだけの人手や資金、事務所、ホヸムペヸジ、Ｗｅｂ投票システム

などを確保する必要があるが、活動に収入が伴わないために困難な状況が続いている。
３：実施が拡大する中で模擬選挙を盛り上げるための資料やグッズをきちんと確保していくため

に、各政党や選挙管理委員会との連携、協働のあり方の検討が求められている。
４：模擬選挙を実施していることを未成年者に知ってもらうための広報手段。マスメディア等の

協力を得ていく必要がある。
５：模擬選挙に対する理解ヷ認知は以前に比べ広がっているが、まだ十分ではない。
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≪主催ヷよびかけヷ連絡先≫

194 0032 939 9   

090- 6025- 9614 , 090- 1991- 7458

042 720 8856

E- mail y- tap@leaf.ocn.ne.jp , jza04643@nifty.ne.jp

http://www.mogisenkyo.com/


